
一
.
0
ヤ
叉

、
0
、
一
)
h

同
志
社
創
立
1
3
5
周
年
記
念
岩
波
文
庫
 
2
0
1
0
年
円
月
巧
日
刊
一
丁

岩
波
文
庫
か
ら
暫
製
の
手
紙
の

続
編
が
出
ま
し
た
 
5
年
前
の
同
志
社
創

立
1
3
0
年
心
念
出
版
に
引
き
絖
き
、
今

回
は
創
立
1
3
5
年
串
業
の
環
と
し
て

出
版
さ
れ
ま
し
た
大
谷
貰
黒
社
総
長

を
委
員
長
と
し
て
、
 
4
人
の
同
志
社
関
係

者
が
編
集
委
員
会
を
構
成
し
ま
し
た
。

先
の
新
島
襄
の
手
紙

こ
よ
、

新
島

の
生
涯
を
知
る
の
に
不
可
欠
の
手
紙
を
部

通
、
収
録
し
ま
し
た
い
ず
れ
も
、
新

島
襄
全
集
に
あ
る
原
書
簡
の
格
開
を
損

な
わ
ず
、
し
か
驫
帆
み
や
す
い
工
夫
を
い

く
つ
か
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

今
詞
の
文
庫
は
、
同
じ
く
全
集
か
ら
新
島

向
身
の
文
章
を
U
編
杣
出
し
、
教
育
、
宗

教
文
明
の
3
部
構
成
に
し
ま
し
た

い
ず
れ
も
、
教
育
者
で
あ
る
と
同
侍
に

宗
教
者
(
牧
師
、
盲
教
師
)
で
も
あ
っ
た

暫
四
の
思
想
と
仏
仰
を
も
っ
と
も
よ
く
表

わ
す
文
章
で
す
独
立
し
た
著
作
を
1
冊

も
残
さ
な
か
っ
た
新
島
を
知
る
に
は
、
最

0
0
仂
工
一
m
エ
ン
↓
0
旦
0
仂

適
の
繭
集
で
す
現
代
表
記
に
す
る
た
め

に
、
原
文
に
手
を
加
え
、
読
み
や
す
さ
を

は
か
っ
た
点
や
、
資
料
一
点
ず
つ
に
編
者

に
よ
る
解
題
を
付
し
た
の
は
、
前
作
と
同

じ
で
す
同
委
に
ょ
る
「
同
志
社
編
」

で
あ
る
点
も
、
共
通
い
た
し
ま
す
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
、
紙
崎
と

内
容
の
点
で
収
録
を
見
送
っ
た
資
料
が
、

何
点
か
出
ま
し
た
「
私
の
青
春
時
代
」

や
「
脱
国
の
埋
里
ご
と
い
っ
た
自
伝
的

手
祀
や
、
函
館
紀
行
」
の
よ
う
な
紀
行
文
、

そ
れ
に
イ
タ
リ
ア
(
ト
レ
・
へ
り
チ
エ
)

で
の
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
で
す

将
米
、
そ
れ
ら
を
本
に
ま
と
め
、
た

と
え
ば
新
鳥
襄
の
文
集
(
仮
称
)
と

し
て
岩
波
文
庫
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
、

編
者
祠
の
夢
で
す
そ
れ
が
実
現
す
れ

ぱ
、

新
島
の
主
要
な
資
料
が
「
3
部
作
」

と
し
て
ひ
と
ま
t
籍
し
ま
す
暫
岡
の

文
章
が
広
く
読
ま
れ
る
環
境
が
、
い
っ
そ

、L

う
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

、
民
Υ
毛

元

レ
.

DOSHISHA TOPKS
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同
志
社
女
子
大
学
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
「
仂
四
一
0
フ
ォ
ト
コ
ン
」

2
0
1
0
年
5
刀
円
日
S
9
河
3
臼
ま
で

の
約
4
力
月
に
わ
た
り
、
女
子
一
寝
生
を
対

象
に
[
マ
凸
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し
た
作
品

を
募
集
 
3
回
日
と
な
る
△
回
も
全
国
各
地

よ
り
2
8
0
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た

箒
査
委
公
=
で
は
、
写
真
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
中
田
昭
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎

え
、
・
審
査
を
実
施
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
1
作
品
、
優
秀
貸
7
作
品
、
入
選

玲
作
品
、
学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
お
よ
ぴ

同
志
社
女
f
大
山
蔦
に
ょ
る
特
別
審
査
員
賞

2
作
品
を
選
出
最
優
秀
賞
に
は
大
阪
市
立

工
一
需
等
寝
1
年
岩
本
彩
香
さ
ん
の
「
じ

ー
じ
!
あ
っ
ち
!
」
が
選
ぱ
れ
た

今
回
の
応
募
テ
ー
マ
は
一
一
ぐ
n
 
多
様

な
続
み
方
や
解
釈
の
と
れ
る
ブ
ー
マ
の
も
と
、

学
校
生
活
、
あ
る
い
は
学
校
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
で
の
「
一
フ
ィ
ブ
」
を
切
り
取
っ
た

乍
口
卿
、

あ
る
い
は
「
り
ブ
」
と
と
ら
え
た
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
感
性
や
心
の
情
景
を
映
し
だ

す
作
U
叩
ま
た
「
戸
0
ぐ
n
」
と
と
ら
え
た
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
な
ど
、
幅
広
い
商
校
乍
ら
し

い
新
鮮
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
作
品
響
せ
ら

れ
た

O
o
m
工
一
m
l
》
-
0
旦
0
仂

女
f
大
学
一
術
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
友
和
館
ヒ

バ
ー
ド
ホ
ー
ル
2
階
に
て
2
0
1
1
年
9
月

即
口
ま
で
人
貸
作
品
を
展
尓
す
る

、
"

陳
、
一
淳
C
ゞ

瑞
,
む
気
誹
j
ι
一
.

.
札
χ

゛

゛

'
曳
'
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同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
が
理
解
で
き
る
「
会
衆
主
義
教
会
」
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

キ
リ
ス
ト
教
に
基
つ
く
良
心
教
育
を
掲
げ

て
同
、
粒
は
創
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
創
立
者
、

新
鳥
襄
は
米
凶
で
牧
師
と
な
っ
て
H
本
に
戻

つ
た
人
で
あ
り
、
教
育
事
業
と
と
も
に
キ
リ

ス
ト
教
の
宿
.
教
活
動
に
も
乍
涯
を
さ
さ
げ
た

人
で
あ
っ
た
彼
が
残
し
た
 
7
Π
山
教
育
、

訂
治
教
会
、
両
者
併
行
、
 
N
家
刀
歳
」
と
い

う
有
名
な
叩
柴
は
、
日
本
に
お
け
る
教
*
号

業
と
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
ル
玩
業
が
彼
の
活

動
の
つ
の
管
{
で
あ
っ
た
こ
と
を
尓
し
て

い
る詞
介
仏
週
会
と
い
う
同
志
社
を
卒
業
し
て
、

牧
師
や
社
会
事
業
に
迩
ん
だ
人
々
を
巾
心
に

し
た
組
織
が
あ
る
こ
の
会
で
、
数
年
前
よ

り
、
新
島
襄
と
河
志
社
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
会

衆
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
再
度
醐
岫
す
る
作
業
が
続
い
て
い
る
会

衆
十
義
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ピ
ユ
ー
リ
タ
ン
運

動
か
ら
現
れ
出
て
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
・
ニ

ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
1
窕
な
活
動
を
続

け
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
仏

統
的
な
潮
流
の
つ
で
あ
る
Π
本
で
は
、

「
口
本
組
姦
'
督
教
会
」
と
呼
ば
れ
、
同
志

社
の
亀
生
を
中
心
に
し
て
Π
本
各
地
に
多

く
の
教
会
を
建
股
し
て
い
っ
た

こ
の
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
こ
の
会

衆
土
義
の
符
<
と
そ
の
歴
史
を
、
般
一
響

に
分
か
り
や
す
く
案
内
す
る
こ
と
を
旨
と
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
 
2
0
0
8
年

奥
に
会
衆
主
義
教
会
に
つ
い
て
キ
リ
ス

ト
に
あ
る
向
由
を
生
き
る
群
れ
、
咋
年

の
叟
に
は
冊
U
の
会
衆
土
義
教
会
の
あ

ゆ
み
ー
キ
リ
ス
ト
と
壮
<
に
進
む
冑
教
の
展
開

が
刊
行
さ
れ
た
会
衆
卞
義
教
会
に

つ
い
て
は
そ
の
特
質
を
、
会
衆
上
義
教

会
の
あ
ゆ
み
は
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

い
る胱
者
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
と
お
し

て
、
同
'
社
の
キ
リ
ス
ト
教
の
特
質
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
こ
の
特
暫
<
が
同

志
礼
の
教
姦
・
念
の
巾
に
見
ざ
現
れ
て
い

る
こ
と
メ
嘉
験
す
る
で
あ
ろ
う

大
学
神
7
部
教
授
水
谷
誠

ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

ハ目
本
キ
リ
ス
ト
教
団
紫
野
教
会
大
祥
一
牧
師

ま
でT
E
L
-
0
7
5
1
4
9
3
1
1
9
9
2

F
A
X
-
0
7
5
1
4
9
3
1
2
0
0
2

そ
れ
ぞ
れ
3
5
0
円
、
 
4
0
0
円

◎
A
・
・

少

.
ヘ

ム
0
0
仂
工
一
の
工
》
↓
0
で
一
o
m
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「
ス
ペ
ー
ド
佐
々
木
<
粗
品
>
」

の
活
躍

佐
々
木

「
い
や
し
か
し
俺
は
竃
Ⅲ
内
で
冠
話

す
る
マ
ナ
ー
守
れ
へ
ん
や
つ
に
注

愆
で
き
る
よ
う
な

【
さ
え
ぎ
る
よ
う
に
】
「
さ
あ
や
ろ

川
Π

「
や
ろ
う
か
た
ん
こ
と
ー
ん

仏
々
イ

た
ん
こ
と
ー
ん

、
つ
ー

「
あ
、
電
下
艸
き
た
は
い
も
し
も
し
」

Ⅲ
佐
々
木
「
あ
の
1
」

「
え
ぇ
、
な
ん
て
?
」

川
佐
々
木
「
あ
の
ー
す
み
ま
せ
ん

「
世
界
で
番
」

1
 
一
 
1

佐
々
木
「
電
車
の
中
で
す
の
で

古
Ⅲ
「
面
稙
か
広
い
田
は
」

佐
々
木
「
で
き
れ
ぱ
通
チ
叩
御
遠
慮
し
て
い
た

だ
い
て
も
」

L
吊
「
ど
こ
で
し
ょ
う
 
A
H
本
、
B
韓
国
」

佐
々
木
い
や
ミ
ネ
オ
リ
ア
や
っ
た
ん
か

な
ん
で
お
ま
え
一
丁
前
に
テ

いレ
フ
ォ
ン
さ
れ
と
ん
ね
ん
ほ
ん

で
問
題
も
ま
だ
序
盤
や
し
」

こ
れ
は
第
2
回
漫
才
台
本
甲
子
園
」
で

入
選
し
尋
桜
3
年
生
佐
々
木
荊
人
君
の

「
カ
タ
カ
ナ
電
小
」
の
部
で
す
佐
々
木

君
は
今
回
、
な
ん
と
B
本
の
台
本
を
霽
分
し
、

人
選
を
巣
た
し
ま
し
た

彼
は
、
応
じ
N
'
の
凸
田
一
世
君
と
t
.
f

0
0
仂
工
一
仂
工
》
-
0
で
お
仂

角
有
紀
子

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
教
前

生
徒
セ
ン
タ
ー

]
年
生
か
ら
「
ス
ペ
ー
ド
」
と
い
う
コ
ン
ビ

を
細
ん
で
、
こ
れ
ま
で
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ザ
イ
2
0
0
9
」
決
勝
進
出
、
「
M

1

グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
9
」
 
1
回
繋
大
破
、
「
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ザ
イ
2
0
1
0
」
近
畿
地

恢
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
を
果
た
し
て
い
ま

す
ま
た
例
人
で
は
尋
叩
」
と
い
う
名
何

で
「
学
生
芸
人
山
1
決
定
戦
2
0
0
9
」
優

ヅ
ノ
、

「
ラ
イ
ブ
お
笑
い
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

2
0
1
0
」
優
勝
、
「
一
フ
ィ
ブ
お
笑
い
甲
イ

匝
2
0
1
0
」
優
勝
と
絢
力
し
い
成
貴
を
戈

し
て
い
ま
す
沖
縄
研
修
旅
h
で
の
普
天
問

一
襲
と
の
交
流
会
や
、
文
化
祭
の
シ
ヨ
ー
タ

イ
ム
の
司
会
、
後
夜
祭
で
の
漫
才
な
ど
学
校

内
で
も
、
彼
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す

今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
授
業
中
に
ネ
タ
を
拷
え
る
の
だ
け
は

や
め
て
ほ
し
い
の
で
す
が

ね
、
佐
々
木
君
Π

DOSHISHA TOPI(S
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1ぜ
1-1

1 13

吉田一世君(右)

1-1

が


